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▶
荒
神
山
山
頂
付
近
か
ら
み
た
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

　

市
制
75
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
「
ひ
こ

に
ゃ
ん
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
と
し
て
、
田
ん
ぼ

に
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
稲
を
植
え
て
、
ひ
こ

に
ゃ
ん
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

秋
に
な
る
と
、
か
ぶ
と
の
部
分
の
稲
が
赤

く
色
づ
き
、
一
味
違
う
趣
を
見
せ
て
く
れ
る

予
定
で
す
。
こ
の
田
ん
ぼ
の
稲
刈
り
体
験
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

10
月
１
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後

３
時
（
受
付
開
始　

午
前
９
時
30
分
〜
）

※
雨
天
の
場
合
は
10
月
２
日
㈰

場
所　

石
寺
町
の
田
（
右
下
図
の
と
お
り
）

対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

３
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

持
ち
物　

稲
刈
り
が
で
き
る
服
装
、
手
袋
、

タ
オ
ル
、
長
靴
、
鎌
、
飲
み
物
な
ど

申
込
期
間　

８
月
１
日
㈪
～
同
31
日
㈬
（
必

着
）

申
込
方
法　

次
の
必
要
事
項
を
フ
ァ
ク
ス
、

は
が
き
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
に
書
い
て
、

農
林
水
産
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

必
要
事
項　

①
郵
便
番
号
・
住
所
、
②
電
話

番
号
、
③
氏
名
・
ふ
り
が
な
、
④
年
齢

そ
の
他　

参
加
者
に
は
後
日
、
詳
細
を
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
林
水
産
課
☎
30-

６
１
１
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６

番
（
〒
５
２
２-

８
５
０
１　

元
町
４-

２
）、

Ｅ
メ
ー
ル: nosei@

m
a.city.hikone.

shiga.jp 

ひ
こ
に
ゃ
ん
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

稲
刈
り
体
験

　

彦
根
市
に
は
数
多
く
の
文
化
財
が
残
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
的
で
興
味
深
い
歴
史
を
刻

ん
で
い
ま
す
。
２
月
に
は
、

教
育
委
員
会

文
化
財
課
が
調
査
を
重
ね
て
き
た
「
荒
神
山

古
墳
」
が
国
指
定
史
跡
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、

教
育
委
員
会
保
健
体
育
課
で
は
、
市

制
75
周
年
記
念
事
業
と
し
て
「
荒
神
山
歴
史

め
ぐ
リ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
」
を
新
設
し

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、

教
育
委
員
会
文
化
財
課
と

保
健
体
育
課
で
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト『
荒
神
山
を
歩
く
』を
開
催
し
ま
す
。
コ
ー

ス
を
歩
き
な
が
ら
、
山
中
の
文
化
財
や
「
荒

神
山
古
墳
」
を
訪
ね
る
ほ
か
、
山
頂
付
近
で

は
、
ひ
こ
に
ゃ
ん
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
眺
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
荒
神
山
の
文
化
財
を
見

学
し
な
が
ら
、
往
時
の
彦
根
の
姿
に
思
い
を

は
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

９
月
４
日
㈰　

午
前
９
時
〜
午
後
１

時
ご
ろ
（
受
付
開
始　

午
前
８
時
30
分
〜
）

※
小
雨
決
行
。
雨
天
で
中
止
の
場
合
は
午
前

７
時
に
決
定
し
ま
す
の
で
、

教
育
委
員

会
文
化
財
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

集
合
場
所 

荒
神
山
公
園
駐
車
場
（
下
図
参
照
）

見
学
ル
ー
ト 

集
合
場
所
⇩
千
手
寺
⇩
山
頂

荒
神
山
を

歩
く

か
ら
ひ
こ
に
ゃ
ん
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
⇩
荒
神

山
古
墳
⇩
荒
神
山
神
社
⇩
荒
神
山
神
社
本

坂
⇩
群
集
墳
の
横
穴
式
石
室
⇩
集
合
場
所

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

対
象　

小
学
生
以
上

費
用　

１
０
０
円
（
資
料
代
）

申
込
方
法　

教
育
委
員
会
文
化
財
課
に
電

話
、
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込

む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
フ
ァ
ク
ス
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
申
し
込
む
場
合
は
、
住
所
、
電
話

番
号
、
氏
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文
化
財

課
☎
26-

５
８
３
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５

８
９
９
番
、
Ｅ
メ
ー
ル: bunkazai@

m
x.hikone.ed.jp

　

市
制
75
周
年
記
念
事
業　

参
加
者
募
集

ー 

新
し
く
国
指
定
と
な
っ
た
荒
神
山
古
墳 

ー

ー 

新
設
の
歴
史
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス 

ー

ー 

山
頂
か
ら
ひ
こ
に
ゃ
ん
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
見
る 

ー

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
施
設
整
備

　

湖
東
保
健
医
療
圏
に
は
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
床
が
な

い
た
め
、
急
性
期
病
院
退
院
後
の
受

け
皿
が
な
く
、
適
切
な
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
受
け
ら
れ
ず
、

入
院
期
間
が
長
期
化
す
る
と
と
も

に
、
在
宅
療
養
へ
の
円
滑
な
移
行
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

病
気
が
発
症
し
た
急
性
期
の
治

療
を
終
え
た
後
、
身
体
機
能
を
で

き
る
だ
け
も
と
の
よ
う
に
回
復
し
、

在
宅
で
療
養
し
な
が
ら
生
活
が
送

れ
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に

応
じ
た
適
切
で
効
率
的
な
医
療
を

提
供
す
る
た
め
、
豊
郷
病
院
が
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

▼
事
業
内
容　

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
30
床
新
設

（
鉄
骨
造
２
階
建
て
）

▼
平
成
24
年
６
月
開
設
予
定

▼
補
助
限
度
額　

３
億
円

救
急
医
療
体
制
の
充
実

　

彦
根
市
立
病
院
で
は
、
年
間
６

０
０
件
余
り
の
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

運
用
し
て
い
る
血
管
連
続
撮
影
装

置
が
１
台
し
か
な
く
、
長
時
間
を

要
す
る
治
療
に
使
用
し
て
い
る
場

合
、
こ
の
間
、
救
急
患
者
の
受
入

れ
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。
湖
東

医
療
圏
の
唯
一
の
公
立
病
院
と
し

て
、
二
次
救
急
だ
け
で
な
く
三
次

救
急
の
一
部
も
担
う
彦
根
市
立
病

院
の
救
急
患
者
の
受
入
れ
を
確
実

な
も
の
と
す
る
た
め
、
血
管
連
続

撮
影
装
置
の
整
備
を
い
ま
す
。

▼
事
業
内
容　

血
管
連
続
撮
影
装

置
の
整
備

▼
平
成
23
年
10
月
稼
動
予
定

▼
補
助
限
度
額　

５
、
０
０
０
万

円
（
事
業
費
の
１
／
２
）

湖
東
地
域
リ
ハ
ビ
リ
推
進

セ
ン
タ
ー
事
業

　

障
害
者
や
高
齢
者
、
そ
の
家
族

が
住
み
な
れ
た
家
庭
や
地
域
で
安

心
し
て
生
き
生
き
と
し
た
生
活
が

送
れ
る
よ
う
、
１
市
４
町
が
共
同

で
湖
東
地
域
リ
ハ
ビ
リ
推
進
セ
ン

タ
ー
を
運
営
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
、
こ
の
事
業

を
彦
根
市
立
病
院
へ
委
託
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

▼
事
業
内
容　

湖
東
地
域
リ
ハ
ビ

湖
東
定
住
自
立
圏
（
彦
根
市
と
愛
荘
町
、
豊
郷
町
、
甲 

良

 

町
、
多
賀
町
と
の
広
域
連
携
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

リ
推
進
セ
ン
タ
ー
の
運
営

▼
補
助
限
度
額　

事
業
費
１
、
０

０
０
万
円
の
う
ち
４
０
０
万
円

　湖
東
地
域
医
療
支
援

セ
ン
タ
ー
設
置
等
事
業

　

圏
域
内
の
医
療
や
保
健･

福
祉

等
の
関
係
者
が
情
報
を
共
有
し
、

各
医
療
機
関
等
の
役
割
分
担
と
連

携
を
図
る
た
め
、
湖
東
地
域
医
療

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
セ
ン
タ
ー
の
設
計

を
進
め
る
予
定
で
す
。

▼
事
業
内
容　

湖
東
地
域
医
療
支

援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

▼
補
助
限
度
額　

３
億
円

地
域
医
療
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

　

圏
域
内
の
限
ら
れ
た
医
療
資
源

を
有
効
に
活
用
し
、
地
域
医
療
体

制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
圏
域
内

医
療
機
関
相
互
の
役
割
の
明
確
化
、

機
能
分
化
、
連
携
強
化
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
進
め
ま
す
。
具
体
的

な
事
業
と
し
て
は
、
湖
東
、
湖
北

両
医
療
圏
内
の
医
療
機
関
の
連
携

を
図
り
、
診
療
情
報
な
ど
を
共
有

化
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
な
ど
を

導
入
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
全
体
計
画
に
先
行
し
て

湖
東
医
療
圏
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
平
成
23
年
度
か

ら
始
め
、
同
24
年
度
中
の
稼
動
を

目
指
し
て
進
め
る
予
定
で
す
。

▼
事
業
内
容　

地
域
医
療
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
導
入
事
業

（
平
成
24
年
度
～
25
年
度
）　

▼
事
業
費
（
全
額
補
助
）　

２
億
３
、

０
０
０
万
円

消
防
お
よ
び
救
急
搬
送
業
務

　

消
防
業
務
で
は
、
火
災
や
救
助

な
ど
の
消
防
体
制
の
強
化
を
図
り
、

よ
り
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

救
急
搬
送
業
務
で
は
、
需
要
が

高
ま
る
中
、
真
に
緊
急
を
要
す
る

傷
病
者
へ
の
迅
速
な
対
応
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
医
療

機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

救
急
搬
送
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築

き
、
圏
域
内
の
連
携
強
化
を
図
り

ま
す
。

　湖東定住自立圏構想の医療の分野は、滋賀県の「地域医療再生計画」と連携

して進めています。地域医療再生計画の実施は「湖東 ･ 湖北医療圏地域医療再

生計画推進協議会」で協議されていますが、平成22年度の同協議会で承認され

た事業計画に基づき、平成23年度の事業を進めています。今回は、今年度の具

体的な取り組みを紹介します。

　なお、整備費用の補助金については、国の臨時特例交付金を元に創られた滋

賀県地域医療再生基金を活用しています。

問い合わせ先　市立病院病院総務課☎ 22-6050、FAX26-0754

田んぼアート




